
大好きだった、私たちの小学校

　
い
つ
か
、
き
っ
と
、
こ
の
場
所
で
会
お
う
　
～
南
久
米
小
学
校
閉
校
～

　

南
久
米
小
学
校
は
、
宇
和
島
方
面
へ

進
む
国
道
56
号
か
ら
、
少
し
山
あ
い
に

入
っ
た
自
然
豊
か
な
場
所
に
あ
り
ま

す
。

　

創
立
は
明
治
25
年
で
、
こ
れ
ま
で

３
７
６
３
人
も
の
児
童
が
こ
の
学
校
で

学
び
、
卒
業
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

閉
校
記
念
式
典
で
、
上
甲
健た
け
し

南
久
米

小
学
校
長
は
、
地
域
へ
の
謝
意
を
示
す

と
と
も
に
「
南
久
米
の
素
晴
ら
し
い
と

こ
ろ
は
、
地
域
が
一
丸
と
な
っ
て
本
校
教

育
振
興
の
た
め
に
、
ご
尽
力
い
た
だ
い

た
と
こ
ろ
で
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
地

域
と
一
体
と
な
っ
た
教
育
環
境
の
中
で
、

の
び
の
び
と
育
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
こ

の
経
験
を
も
と
に
、
大
洲
小
学
校
で
も

自
己
表
現
力
を
存
分
に
発
揮
し
て
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
梶
原
敬け
い

一い
ち

郎ろ
う

南
久
米
小
学
校

統
廃
合
準
備
委
員
会
委
員
長
は
、「
思

い
出
の
小
学
校
が
閉
校
と
な
る
の
は
、

残
念
で
複
雑
な
思
い
で
す
。
次
世
代
を

担
う
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
最
善
の

形
と
な
る
よ
う
、
地
域
を
挙
げ
て
い
ろ

い
ろ
な
意
見
を
出
し
合
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
協
議
に
携
わ
っ
て
い

た
だ
い
た
み
な
さ
ん
に
、
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

今
日
の
閉
校
は
、
南
久
米
に
住
む
み

な
さ
ん
が
、
知
恵
を
出
し
合
っ
た
結
果

で
す
。
今
後
、
地
区
行
事
の
あ
り
方
や

施
設
の
老
朽
化
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
と
同

　

大
洲
市
立
南
久
米
小
学
校
が
、
長
い
歴
史
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
児
童
た
ち
は
、
大
洲
小
学
校
に
通
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、
３
月
24
日（
日
）に
行
わ
れ
た
閉
校
記
念
式
典
の
様
子

と
、
児
童
た
ち
の
思
い
を
お
届
け
し
ま
す
。

様
、
皆
で
知
恵
を
出
し
合
っ
て
、
地
域

活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

統
合
先
の
大
洲
小
学
校
で
は
、
子
ど

も
た
ち
の
受
け
入
れ
に
万
全
を
期
し
て

も
ら
い
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
も
多
く
の
友
達
を
つ
く
る
よ
う
に

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
私
た
ち
も
伝
統

あ
る
南
久
米
の
た
め
に
が
ん
ば
り
ま

す
」
と
謝
辞
と
と
も
に
、
決
意
の
言
葉

を
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
児
童
た
ち
は
、
季
節
ご
と

に
思
い
出
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
長
年

過
ご
し
て
き
た
母
校
へ
の
感
謝
と
、
お

別
れ
の
言
葉
を
発
表
し
ま
し
た
。
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さよなら。そして、ありがとう。

　南久米小学校には、思い出がたくさんあります。
特に、フィールドワーク遠足は、校舎内のいろい
ろな場所を回り、クイズを解いたり、人形の体重
を当てたり、とても楽しかったです。
　学校がなくなるのは寂しいし、大洲小学校に通
うには、期待と不安があるけど、新しい友達をたく
さんつくって、早く仲良くなりたいです。

　南久米小学校では、屋上が一番のお気に入り
の場所で、お弁当を食べたり、理科で空を観察し
たり、楽しい時間を過ごすことができました。
　慣れ親しんだ小学校と離れることは寂しいけど、
大洲小学校でもいっぱい友達をつくりたいです。
いつかまた、南久米小学校でみんなと遊ぶことが
できたらいいなと思います。

南
久
米
小
学
校
５
年（
取
材
時
）

泉　
　

昂こ
う

陽よ
う　

さ
ん

南
久
米
小
学
校
５
年（
取
材
時
）

平
塚　

春は
る

華か　

さ
ん

た
く
さ
ん
の
思
い
出
を

あ
り
が
と
う

こ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
を
、

こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
忘
れ
な
い

南
久
米
小
学
校
　
校
歌

松
の
香
に
お
う
　
札
掛
の

桜
花
咲
く
　
校
庭
に

清
く
や
さ
し
く
　
肩
組
ん
で

ま
こ
と
の
道
を
　
つ
と
め
あ
う

わ
が
南
久
米
　

わ
が
南
久
米
小
学
校

2

3

4

5

1 学校の敷地内にある
校訓の碑
2 式典では、学校長
から教育委員会委員長
に、校旗が返納された。
3 感謝の言葉を述べる
児童たち
4 最後となる校歌斉唱
5 閉校記念碑を見つめ
る児童たち
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おおずニュース

平成24年度　土砂災害防止に関する作品コンクール表彰

日
々
の
積
み
重
ね
を
大
切
に　
～
ア
ル
ミ
缶
表
彰　

徳
森
保
育
所
～

　国土交通省と愛媛県では、小・中学生のみなさんに土砂災害およびその防止についての理解と関心を深め
てもらうため、毎年「土砂災害防止に関する作品コンクール」を開催しています。
　平成24年度のコンクールで、大洲市からは次のみなさんが入賞し、表彰されました。

※
学
年
は
、
作
品
作
成
時
の
も
の
で
す
。

　

長
年
に
わ
た
る
ア
ル
ミ
缶
回
収
活
動

を
行
い
、
特
に
顕
著
な
取
り
組
み
が

あ
っ
た
と
し
て
、
徳
森
保
育
所
が
ア
ル

ミ
缶
リ
サ
イ
ク
ル
協
会
か
ら
感
謝
状
を

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

徳
森
保
育
所
で
は
、
園
児
の
保
護
者

た
ち
が
各
家
庭
か
ら
出
る
ア
ル
ミ
缶
を

持
ち
寄
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

徳
森
保
育
所
で
の
ア
ル
ミ
缶
回
収
活

動
は
、20
年
以
上
も
続
け
ら
れ
て
い
て
、

今
回
が
初
め
て
の
表
彰
に
な
り
ま
す
。

　

保
護
者
を
代
表
し
て
感
謝
状
を
受
け

取
っ
た
向
井
知と
も

美み

さ
ん
は
﹁
地
域
で
の

取
り
組
み
が
、
今
回
の
評
価
に
つ
な

が
っ
た
こ
と
は
、
今
後
の
励
み
に
な
り

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
は
、
幼
い
頃
か

ら
資
源
の
大
切
さ
を
学
ん
で
も
ら
い
た

い
で
す
﹂
と
受
賞
の
感
想
を
話
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
徳
森
保
育
所
の
矢
野
笑え

み

加か

所

長
は
﹁
こ
の
活
動
は
、
地
域
の
み
な
さ

ん
と
協
力
し
て
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
、
回
収
活
動
を
通
し
て
、
子

ど
も
た
ち
に
リ
サ
イ
ク
ル
の
大
切
さ
を

教
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
﹂
と
、

地
域
へ
の
感
謝
と
と
も
に
、
今
後
の
抱

負
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ア
ル
ミ
缶
リ
サ
イ
ク
ル
協
会
で
は
、

毎
年
、
ア
ル
ミ
缶
回
収
優
秀
校
の
表
彰

を
行
っ
て
い
ま
す
。

高橋　茉
ま

里
り

さん（河辺小学校４年） 永井　香
か

音
の ん

さん（平小学校３年）

【小学生・絵画部門】

愛媛県砂防協会会長賞
【小学生・絵画部門】

国土交通事務次官賞
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まちのわだい

日頃の成果を披露しました
～第26回文化芸能発表会～

癒しの空間を演出しました
～オオズキャンドルナイト～

　肱川風の博物館で、大洲市文化協会肱川支部による
「平成24年度第26回文化芸能発表会」が開催されました。
　当日は、各種団体による民謡・吟詠・舞踊・太鼓な
どの発表のほか、書道・俳句・写真などの作品が展示
されました。また、発表会終了後にはお楽しみ抽選会
も行われ、参観したみなさんは、普段あまり触れるこ
とのない芸能の世界を満喫していました。

　オオズ☆ロケット団主催の「オオズキャンドルナイ
ト＃４～大洲城　華と灯りの宴～」が大洲城で開催さ
れました。
　このイベントでは、約 2 万個のキャンドルが見物
客を出迎え、暖かな光の中で、臥龍太鼓や着物道中、
ファッションショーなどが行われました。
　 2 日間で7,000人を超える見物客が訪れたこのイベ
ントは、大洲の新しい観光行事になりつつあります。

3 月 9 日㈯・10日㈰

3月10日㈰

昔懐かしい「ベイゴマ」で熱戦
～ポコペンまつり～

これからもよろしくお願いします
～卒業・進級おめでとうの集い～

　ポコペン横丁でポコペンまつりが開催され、第４回
ベイゴマ大会が行われました。
　市外の小学生や外国の人からエントリーがあり、ベ
イゴマを加工しない初心者クラスと、ベイゴマの加工
ができる上級者クラスに分かれ、白熱した試合が繰り
広げられました。
　大会に参加したみなさんは時間を忘れ、夢中になっ
てベイゴマを楽しんでいました。

　白滝小学校体育館で、恒例の「卒業・進級おめでと
うの集い」が行われました。
　白滝小学校の児童、保護者、教職員、地域の有志な
ど総勢65人が参加したこの行事では、初チャレンジと
なる「リアル野球盤」と「餅つき」をして親睦を深め
ました。元気良く活動を行った後にはみんなで集ま
り、卒業を間近に控えた 6年生たちとの別れを惜しん
でいました。

3 月10日㈰

3月17日㈰
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